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研究テーマ

本研究は、江⼾時代に⽣まれた演劇である歌舞伎に関する広
告効果、とくに歌舞伎⼗⼋番である助六物に関する調査と分
析をすすめている。



調査した項⽬

・助六の舞台と広告効果

・今後の研究展望・参考⽂献



助六の舞台と広告効果
助六は「江⼾っ⼦」のイメージを作り上げ、タイアップをとりいれた歌舞伎舞台
の先駆けとなったのでは？

現代のイメージの助六物がつくられたのは、都⼀中が延宝６年（1678）に作った
「助六⼼中」という「⼼中物」がベース

→つまり元々和事にあたる「⼼中物」であった作品が荒事の助六物となった

→現代の助六物の原点は、正徳三年四⽉⼭村座の「花館愛護桜」である

⼆代⽬市川団⼗郎と津打治兵衛によって⽣まれた

舞台は吉原に実在した三浦屋が舞台

→吉原がタイアップされ、店先が「三浦屋」であることがこの助六物をタイアッ
プをおおいにとりいれた劇の先駆けにさせた要素の⼀つではないだろうか？

現代の舞台でもこの形式は
変わってはいない



助六の舞台と広告効果

①「吉原」が当時単なる遊⾥にすぎない社交機
関であったこと
（五⽉⾬草紙・慶応４年より）吉原独⾃の季
節・年中⾏事があり、江⼾の通⼈を集め、江⼾
の⽂化の流⾏発信地であったこと

②吉原独⾃の⽂化があり、廓内には階級制がな
かったこと
→江⼾の世相には⼠農⼯商が厳然に区別されて
いたが、廓では⼀概に武⼠を「野暮」といい、
銭をもってくる町⺠を有徳とあがめる⾵潮があ
った。

→つまり町⺠が⼀番である町⺠⽂化の結晶であ
る「歌舞伎」と世界観が⼀体化していた
（近世奇跡考・異本洞房語園など）

助六は「江⼾っ⼦」のイメージを作り上げ、タイアップをとりいれた歌舞伎
舞台の先駆けとなったのでは？

菱川師宣『江⼾⾵俗図鑑』より



助六は「江⼾っ⼦」のイメージを作り上げ
タイアップをとりいれた歌舞伎舞台の先駆けとなったのでは？

助六の舞台と広告効果

登場キャラクター

・男伊達・助六

・意休

・朝顔せんぺい

・三浦屋の遊⼥達、揚巻、喜世川
（後の⽩⽟）

・⽩酒売り

・うどん・そばと市川屋（後の福
⼭のかつぎ）

奥村政信：『市川海⽼蔵（⼆代⽬市川團⼗郎）の助六』
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助六の舞台と広告効果
第⼆に、登場キャラクターが当時の流⾏や出来事、時代のニーズに合わせ巧妙にタイ
アップされていると⾒受けられること

助六は「江⼾っ⼦」のイメージを作り上げ
タイアップをとりいれた歌舞伎舞台の先駆けとなったのでは？

①男達の活躍
助六も男伊達であるが、髭の意休も、はんぺら⾨兵衛も男伊達であること

→当時の男伊達＝喧嘩は江⼾の華→断絶

歌舞伎「曽我対⾯」などで⼤荒事がとりいられ出した

＝庶⺠の幕府に対するレジスタンスとフラストレーションを歌舞伎にやつす

＝悪⼈の武⼠を町⺠が倒すという劇が求められていた

＝つまり⼆代⽬市川團⼗郎は江⼾庶⺠の⼼理を読み、上⽅の「⼼中物から」庶⺠の
喜ぶ「荒事」と「和事」を融合させた江⼾っこの⼼を表す歌舞伎へと発展させた

（参考・引⽤ ⽤捨箱・柳亭種彦・天保１２年、歌舞伎狂⾔細⾒ 飯塚友⼀郎 ⼤
正⼋年）

）



助六の舞台と広告効果
第⼆に、登場キャラクターが当時の流⾏や出来事、時代のニーズに合わせ巧妙にタイ
アップされていると⾒受けられること

助六は「江⼾っ⼦」のイメージを作り上げ
タイアップをとりいれた歌舞伎舞台の先駆けとなったのでは？

②当時の流⾏を安易にとりいれた
「花館愛護桜」が⽣まれる最中、流⾏してい
た「⽩酒売り」と「うどん」と「朝顔せんべ
い」

登場キャラクターにでてくる⽩酒売り

「⽩酒売り」は江⼾中の当時の流⾏販売であ
った
[⽩酒売、春と専らとす、⼜此買の荷所必ず
⼭川「路上に売る⽩酒は⼩児の⾷⽤を専らと
するのみ 守貞漫稿より]
→いつごろからではじめたかは不明。

しかし江⼾中で「⼭川⽩酒」・「富⼠⽩酒」
とふれ歩き⽩酒売りは好評であったのがわか
る

「江⼾名所図会」より豊島屋
→[豊島屋⽩酒 ⽩酒⾼名⾼島屋 気強⾊薄⼀家⾵ ⼈々買
欲多買難 売始売



助六の舞台と広告効果
第⼆に、登場キャラクターが当時の流⾏や出来事、時代のニーズに合わせ巧妙にタイ
アップされていると⾒受けられること

②当時の流⾏を安易にとりいれた
「うどん」と市川家

登場キャラクターにでてくる饂飩の市川屋
「⼆代⽬市川團⼗郎がはじめたりとしたりといふ助六の歌舞伎狂⾔
は〜略〜此狂⾔に助六がくはんぺら⾨兵衛の頭にうちかくものは饂
飩なり、是も今の世に初てする狂⾔ならば、必ずぶっかけ蕎⻨なる
べし、然もうどんにて今も此狂⾔にその形追れてすなる
は・・・・」

「けんどん争い 耽奇会 ⽂政８年」より

→つまり当時蕎⻨が主流であった江⼾歌舞伎の初演の狂⾔でなぜ
「うどん」を出していて、それを今も続けているのかという⽂章が
かいてある

→つまり市川屋の饂飩を意図的にタイアップして劇にいれた意図が
みえてくる
市川屋のうどんは江⼾のうどんの名代であった（江⼾惣⿅⼦より）

７代⽬市川團⼗郎が演じた時代の助六
からは現代でもおなじみの「福⼭のか
つぎ」となった。福⼭のそば屋も実在
していた
「五渡亭国貞 福⼭のかつぎ」より

助六は「江⼾っ⼦」のイメージを作り上げ
タイアップをとりいれた歌舞伎舞台の先駆けとなったのでは？



助六の舞台と広告効果
第⼆に、登場キャラクターが当時の流⾏や出来事、時代のニーズに合わせ巧妙にタイ
アップされていると⾒受けられること

②当時の流⾏を安易にとりいれた
朝顔せんぺい＝朝顔せん餅

登場キャラクターにでてくる朝顔仙平
朝顔仙平の仙平は「煎餅」のもじり、朝顔煎餅という商
品が実際に存在し、歌舞伎で実在の商品を劇中に登場さ
せていた

朝顔煎餅は元禄（１６８８〜１７０４）の江⼾名物で、
京橋北⼋丁堀の藤屋清左衛⾨の創製といわれている

朝顔仙平は朝顔煎餅からの名。

せりふの中に「事も愚かや、この⽷鬢は砂糖煎餅が孫、
薄雪煎餅はおれが姉、⽊の葉煎餅とは⾏逢兄弟、塩煎餅
が親分に、朝顔千（仙）平という⾊奴だぞ」

→煎餅尽しのセリフもあり、煎餅の広告効果を狙ってい
たことはいうまでもない

助六は「江⼾っ⼦」のイメージを作り上げ
タイアップをとりいれた歌舞伎舞台の先駆けとなったのでは？



助六の舞台と広告効果
第⼆に、登場キャラクターが当時の流⾏や出来事、時代のニーズに合わせ巧妙にタイ
アップされていると⾒受けられること

②当時の流⾏を安易にとりいれた
吉原の桜

「江⼾芝居年代記」によると、⼆代⽬市川團⼗郎
が演じた三回⽬の助六「男⽂字曽我物語」では舞
台の花道⼀⾯に造花で桜の盛りを⾒せた

花道がこのときできたことによって、舞台と客席
が⼀致

→舞台の吉原が、現在の吉原に続き、舞台を⾒れ
ば吉原に憧れ、吉原にいけば舞台に憧れる・・と
いった吉原と歌舞伎の相乗効果が発揮された

＝吉原の町並みの景⾊を舞台上に作り上げ、当時
上野か浅草にしか花⾒がなかった桜への憧れや吉
原への憧れをリンクさせ観客の⼼理をつき、強烈
に吉原のタイアップ効果につながったのではない
かと考えられる

春曙斎北頂 助六と揚巻

当時、新吉原に遊客吸収策として、桜
を植えたのであった

助六は「江⼾っ⼦」のイメージを作り上げ
タイアップをとりいれた歌舞伎舞台の先駆けとなったのでは？



舞台左右に書かれた「新吉原 ⽵村伊勢」の⽂字、⽵村伊勢
というのは有名なお菓⼦屋さんで、お饅頭を蒸かす蒸籠を積
み上げ、そこにお店の名前が書かれている景⾊を舞台装置に
していた

この⽵村伊勢という和菓⼦屋は、新吉原にあった最中のルーツとなる
店

同時期の歌舞伎作品、「河圧」でもタイアップとして使われており、
歌舞伎の⼤スポンサーだったかもしれない

「⽵村伊勢は新吉原仲の町、江⼾町⼆丁⽬への曲がり⾓にあって、宝
永４（１７０７）年には万屋太郎兵衛といい、巻煎餅を売り出して評
判になった。興津要『江⼾味覚歳時記』より」

→助六の台詞にもある「店先へ煙草を蒸籠のように積んで置いた。」
も、この「⽵村伊勢」から来たといえる
→物語の展開に、絶妙にタイアップ商品をいることがここでもわかる

助六の舞台と広告効果
助六は「江⼾っ⼦」のイメージを作り上げ
タイアップをとりいれた歌舞伎舞台の先駆けとなったのでは？

第⼆に、登場キャラクターが当時の流⾏や出来事、時代のニーズに合わせ巧妙にタイ
アップされていると⾒受けられること



今後の研究展望
引き続き、主に助六の舞台→広告劇としてのつながり
に関して研究していきたい。初期助六の調査だけでな
く、後々の助六の影響についても研究を引き続きして
いき、新たな発⾒をみつけたい。



参考⽂献
「江戸の遊戯」 並木正治 青幻舎

「江戸っ子と助六」 赤坂治績 新潮社

「江戸の物売り」 松宮三郎 東峰出版

「江戸の歌舞伎と広告」松宮三郎 東峰出版

「江戸のネットワーク」田中夕子 平凡社

「絵草紙屋江戸の浮世絵ショップ」鈴木俊行 平凡社

「江戸のデザイン学」PEN編集部

まとめ中です

画像出典：貴重画像保存 増田コレクション 東京学芸大図書館


